
○南海トラフ沿いで異常な
現象が観測され、その現
象が南海トラフ沿いの大
規模な地震と関連するか
どうか調査を開始した場
合、または調査を継続して
いる場合

○観測された現象を調査
した結果、南海トラフ沿い
の大規模な地震発生の可
能性が平常時と比べて相
対的に高まったと評価さ
れた場合

○南海トラフ沿いの大規
模な地震発生の可能性が
相対的に高まった状態で
はなくなったと評価された
場合

教育活動の実施の判断
□原則として平常の活動を継続
□引き渡しの準備（必要に応じ開始）

教職員の参集（時間外）
□校長の指示による

学校の対応
□児童生徒を集合させ、所在を把握する
□「南海トラフ地震に関連する情報」発表時の対応を説明する

教育活動の実施の判断
□原則として休校
□授業中の場合、授業を中止し、下校（または引き渡し）開始
□下校（または引き渡し）ができないも者については留め置き

教職員の参集（時間外）
□地震応急対策要員は所属校に参集する
□その他の教職員は校長の指示による

学校の対応
□児童生徒を集合させ、所在を把握する
□警戒本部を設置する
□教委・市町・自主防災組織等との情報伝達体制を確保する
□学校から離れて活動中の場合は学校に戻るよう連絡する
□事前に定めた帰宅方法に従って、児童生徒の下校、保護者
への引渡しまたは安全な場所への避難誘導を開始する
□引渡しできない児童生徒を保護する
□「南海トラフ地震に関連する情報」発表時の対応を説明する
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南海トラフ地震に関連
する情報（臨時）※１

「南海トラフ地震に関連する情報」が発表された場合の学校の防災対策マニュアルにおける対応例（暫定版）「南海トラフ地震に関連する情報」が発表された場合の学校の防災対策マニュアルにおける対応例（暫定版）

学校の防災対策マニュアル（P13）における学校の対応例
「東海地震に関連する
情報※３」における位置

づけ

※１ このほか、評価検討会の定例会合によって評価した結果が「南海トラフ地震に関連する情報（定例）」として発表される。
※２ 県危機管理部を中心とした、教育委員会を含めた県の各部局の危機担当監により対応を検討する会議。
※３ 「南海トラフ地震に関する情報」の運用開始（H29.11.1～）に伴い、「東海地震に関連する情報」の発表は行わない。
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